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2025年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

当社は、2024年５月13日に公表いたしました2025年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想

と本日公表の実績との差異が生じましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．2025年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異 

（2024年４月１日～2024年９月 30日）    

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

１株当た

り中間 

純利益 

前回発表予想（Ａ） 

 (2024 年５月 13日公表) 

百万円 

11,000 

百万円 

1,800 

百万円 

1,800 

百万円 

900 

円  銭 

58.57 

実績値（Ｂ） 11,702 1,396 1,169 434 27.79 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 702 △404 △631 △466  

増 減 率  （ ％ ） 6.4%  △22.4% △35.1% △51.8%  

（前期実績） 

2024年３月期第２四半期 
9,948 1,454 1,547 723 47.11 

 

【差異の理由】 

 2025年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想について、売上高に関しては主力のブライダ

ルジュエリー事業の堅調な業績と子会社化した食品事業の売上高が２カ月分加算されたことで当

初予想通りの着地となりました。利益面に関しては、ブライダルジュエリー事業において為替変

動や物価高等を踏まえた価格改定を４月下旬と８月中旬に実行し且つ仕入の見直しも実行致しま

したが、海外仕入及び受注生産システムを採用していることから、2025年３月期中間期までの売

上・利益には見込んでいた改善数値が反映できず当初予想を下回る形となりました。 

 

 第３四半期以降の売上高の見通しとして、主力のブライダルジュエリー事業の業績は 10月終了

時点においても好調に推移しております。また、創業 30周年のプロモーションとして各ブランド

のプロモーションにも一層力を入れており、銀座ダイヤモンドシライシは名匠・行定勲監督が手

掛けたブランドムービー『This is all』篇の WEB、TVCMなどをスタートいたしました。また、エ



2 

クセルコ ダイヤモンドにおいてもブランドの再構築としてブランドアンバサダーにモデルや俳

優として活躍する後藤久美子さんを迎え、「True Love, True Diamond」をテーマに据えたショー

トムービーを公開致しました。「銀座ダイヤモンドシライシ」と「エクセルコダイヤモンド」、そ

れぞれのブランドが異なったターゲットの顧客層にアプローチすることで、私たちは一層の売上・ 

利益の向上を果たせると確信しています。また、食品事業の Wah Full Group Limitedに関しては

NEW ART グループ第２の売上・利益を計上できる事業として既存取引先だけではなく中国大陸へ

の販路拡大を検討しており交渉を進めております。また、日本の仕入先開拓として新しい和牛の

輸出も進めており、第３四半期以降に関しましてはより一層売上拡大を見込んでおります。 

以上の事から売上高に関して当初予想に対して順調に進捗すると見込んでおります。 

 

 第３四半期以降の利益面に関してはブライダルジュエリー事業の利益改善策が一旦完了し、10

月度からは当初予想した利益率にて安定した利益が計上されております。更に例年下半期は上半

期に比べ 10%程売上が伸びる見込みであり、上半期までに価格改定を完了させたことで下半期に

おいては期初想定利益が計上され、当初の目標数値を達成できる見込みであります。また、先に

も述べた通り「銀座ダイヤモンドシライシ」と「エクセルコダイヤモンド」、それぞれのブランド

が異なったターゲットの顧客層にアプローチする展開を進めており、特にエクセルコ ダイヤモン

ドのブランド再構築は、当社の成長を支える重要な柱です。現在当社におけるエクセルコダイヤ

モンドの売上比率は２割ほどであり、今後ブランド価値と企業価値を一層高め、外資ブランド同

等の価格帯にてご提供できるようにする事で大きく利益を伸ばせるものと考えております。また、

食品事業の Wah Full Group Limitedに関しては、NEW ARTグループ第２の事業として既存取引先

に加え新規取引先の開拓を行うことで、売上高に対して安定した利益を計上できるものと見込ん

でおります。以上の事から利益に関しましても、第１四半期、第２四半期に大幅に改善した事で

第３四半期と第４四半期に増益し当初予想を確実に達成できる見込みであります。 

 

尚、当社は 10月 28日に株主還元策として「創業 30周年記念感謝特別株式無償割当て」を発表

させていただきました。2025 年３月 31 日（月）を基準日とし、同日最終の株主名簿に記載また

は記録された株主様の所有する普通株式 1株につき、普通株式 0.１株の割合にて自己株式を無償

で割り当てさせていただきます。更に、第３四半期決算発表時点（２月 14 日予定）で 2025 年３

月期通期業績予想を確実に達成できる見込みがたった場合、追加で現金配当を発表させていただ

く予定です。当社が 30周年を迎えられたのもこれまでご支援いただいた皆様のご厚情の賜と心よ

り深く感謝いたしております。今後共引き続き NEW ART グループのご支援を賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

 

（業績予想に関する留意事項） 

本資料における業績予想等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報に基づき

作成したものであり、今後の事業環境の変化等により実際の業績が異なる可能性があります。 

 


